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【活動理念】市民の主体的で広範な参加により、人権尊重を基調とした国際交流活動を地域からすすめ、 

世界とつながる多文化共生社会をつくる 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

受 賞 歴 

2016.10 
大阪 NPO センター 
CSO アワード 
CSO 賞 

 
2014.01 

大阪弁護士会 
人権賞  

2013.05 
憲法記念日 大阪府知事 
公共関係功労者賞  

2013.02 

公益財団法人パナソニ
ック教育財団 2012 年度 
「子どもたちの“ここ
ろを育む活動”」奨励
賞 

 

公益財団法人とよなか国際交流協会 住所：大阪府豊中市玉井町 1-1-1-601 エトレ豊中 6階 とよなか国際交流センター 

TEL:06-6843-4343 FAX 06-6843-4375 （水曜休館） E-mail: atoms@a.zaq.jp  URL http://www.a-atoms.info 
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松本康之（理事長） 

2021 年度は、新型コロナウイルス 2 年目でした。 

2 年目ということは、難しい状況が 2 年も続いた、ということです。 若者の半数が「何もしたくなく

なる、無気力」な気持ちに変化した、という日本赤十字社の報告があります。外国人市民の社会的孤

立や経済的困難も増加しがちだったように思います。対応待ったなしの状況ですが、対応しようにも

感染拡大防止については気の抜けない状況が続きました。他方、2 年目は、当協会の各事業のスタッフ

及びボランティアにとって、その対応・創意工夫が一層進化し、安定してきた、そんな１年でもあり

ました。つながる、ふれあう、助け合う。これはコロナ禍とはいえ大切です。感染症対策をしながら

の居場所作りをどう進めるか、対面とオンラインとをどう使いわけるか、どのように情報発信を多様

化するか、等々。この１年間スタッフ及びボランティアは創意工夫を重ねてきました。ここにそのご

報告を致します。では皆さま、よろしくお願い致します。 

山野上隆史（事務局長） 

2021 年度も引き続き、新型コロナの影響を大きく受けた一年でした。3 密回避が求められる中、活動

内容や方法などで工夫が求められました。 

そんな中、これまでになかった業務として、大きなものが二つ。新型コロナワクチンの予防接種につ

いて、多言語での予約システムを開発、運営し、さらにとよなか国際交流センターで多言語対応付きで

集団接種を行いました。豊中市と共同で新型コロナにより外国人市民がどういった影響を受けたか調査

研究をしました。この二つの取組をきっかけに協会事業のことを知り、支援につながった外国人市民も

少なくありませんでした。 

これまでの活動を継続させながら、新しい取組も進めるのは本当に大変なことであり、本当にバタバ

タとした一年でした。一方で、どんな状況の中でも、そこから一歩ずつなら進めていくことはできる。

そんなことを強く感じました。 

 新型コロナの影響はまだ続きますし、センターの工事も 2022 年 11 月末まで続きます。落ち着かない

状況が続きますが、一歩一歩進めていきたいと思います。引き続き、どうぞよろしくお願いします。 
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2021 年度を振り返って 

2021 年度の活動は、新型コロナウイルスの

感染拡大により、昨年度に引き続きこれまで

のように充実した活動はできませんでした。

しかしその中でも、子どもたちが興味のある

活動をしながら母語に触れられるよう工夫を

こらしました。また新たに参加する子どもや

ボランティアも増え、様々なことにも挑戦し

ました。母語を学ぶだけでなく、子どもたち

が友人の輪を広げられる場所としての機能も

果たすことができました。 

外国にルーツを持つ子どもたちのための居場所づくり。大学生ボランティアが運営しています。 

毎週日曜日 13:00～15:00（第一日曜日は休み） 

外国にルーツをもつ子どものための母語教室。中国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語を開講しています。

講師はそれぞれのルーツをもつ若者です。（ポルトガル語、タイ語は現在休講中） 
第 2、第 4 日曜日 10:00～12:00 

2022 年度に向けて 
これまでに行ってきた活動を継承しつつ、

子どもたちが楽しくそれぞれの母語を学べる

ように新しい遊びやゲームなどにも果敢に挑

戦していきたいです。子どもの意見に耳を傾

け、寄り添いながら、良い時間を過ごせるよ

うに努めていきたいです。 

ボランティアより 

2021 年度を振り返って 
サンプレイスは、外国にルーツを持つ子どもたちがのびのびと自由に過ごすこ

とができる場所です。学生ボランティアと一緒にゲームや卓球、勉強など何で

もできます。 

2021 年度の活動は、新型コロナウイルスの影響を考慮しつつ、普段の活動

に加えて子どもたちを中心としたイベントに取り組むことができました。不安

や悩みがあっても安心して過ごせるような、家や学校でない第三の居場所づく

りをしています。 写真左）感染対策をしながら活動しました。 

写真右）学年を超えて楽しめる卓球が人気で

す。 

2022 年度に向けて 
2022 年度の活動では、より自由に

子どもたちがやりたいことが実現

できる居場所づくりを目指して、

屋外活動や子どもたちが考案した

イベントなど活動の範囲を広げて

いきたいです。 

 

 

写真上）外国にルーツを持つ大学生スタッフが楽しく学べるよ

う工夫しています。 

写真下）中国語の母語教室では漢字や発音を学んでいます。 

ボランティアより 
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2021 年度を振り返って 
 

今年度もコロナ感染者の増加

に伴い活動が休みになったり再

開したりで、子どもとの活動の

時間をあまり持てなかったこと

が残念でしたが、久しぶりに会

えた子どもたちの成長に感動し

ました。 

コロナ禍でも、毎回部屋の換

気やおもちゃの消毒をしなが

ら、安全第一の活動ができたと

思います。 

ボランティアの手作りによる

ハロウィンやクリスマスの装飾

で心温まる時間を過ごせたこと

は新しい試みで良かったと思い

ます。 

写真上）ボランティアと一緒にあそぶことで、子どもたちにとって安心して楽しめる居場所になってきました。 

写真左下）ひとりあそびもボランティアが見守っているので安心です。 写真右下）プレイルームには遊具やおもちゃがあります。 

2022 年度に向けて 

月一回、２時間とい

う制約のある活動時

間ですが、友だちと一

緒に過ごす時間は、子

どもたちにとって大

事な学びの場です。一

人ひとりの気持ちを

ほぐし、互いに自信を

持って話すことがで

きるようにしていき

たいです。 

2022 年度に向けて 
感染対策を十分にすること、参加する子どもは小さい

がマスクなど大人がしている対策をできる範囲で導入

したりして、安全な環境で活動をしていこうと思いま

す。少しずつ親子で外出しようとしている保護者がいる

ので、にこにこの活動の場で対応していきたいと思いま

す。 

2021 年度を振り返って 
 

今年度の活動は５回しかで

きず、１回目の開催は２学期

10 月となってしまいました。

でも、こんな状況の中、コンス

タントに参加してくれる子ど

もがいました。うれしいこと

に自分から行くと言って、久

しぶりに来てくれた子どもも

いました。 

会えなかった時間を乗り越

えるかのように、文化や言葉

を学習した後の遊びの時間

に、互いに声をかけたり、相手

を思って譲ったりする姿が見

られ、うれしかったです。 

子どもパワー、すごいで

す。 

 

韓国・朝鮮にルーツをもつ子どもたちが集まり、民族講師（ソンセンニム）や友達（チング）と自分
たちの歴史や言葉、遊びなどの文化を学んでいます。毎月第 3 土曜日午前中に開催。 

写真上左）ハングルで年賀状を書き

ました。 

写真上右）ゲームをしながら、数字

を何度も声に出して言いました。 

写真下）みんなで盤を囲んでユンノ

リを始めると、子どももおとなも一

緒になって盛り上がります。 

外国にルーツをもつ乳幼児のための保育活動。保育ボランティアが運営しています。 
毎週木曜日 13:30～15:30 / 金曜日 10:30～12:00 ボランティアより 

共催団体の豊中市在日外国人教

育推進協議会の先生方より 
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2022 年度に向けて 

引き続き「場が開かれていること」

を大切にしていきたいと思います。

また、参加する若者たちそれぞれの

言葉を紡ぎながら、一緒に、これか

らの「たまりば」をどんな場にして

いくのかを考えたいです。 

外国にルーツを持つ子どもたちを支援する関西の個人・団体によるネットワーク活動 

2021 年度を振り返って 
2020 年度に実施した在日ネパー

ル人の若者の実態調査報告会を

オンラインで開催しました。 

「たまりば」では、感染対策を

しながら出来るだけ対面での活

動を続けましたが、時間短縮や

リモート開催の時期もありまし

た。感染状況が落ち着いている

時期にはコリアタウンへの遠足

やお花見をしました。コロナ禍

の続く中、気軽に集まって何気

ない話ができる場や人のつなが

りの大切さを改めて感じていま

す。 

 

外国にルーツをもつ若者のための居場所づくりをさまざまな角度から行っています。15 歳以上の外
国にルーツをもつ若者が中心となり、国際交流センターでの活動だけでなく、地域で色々な活動に
取り組んできました。 

2021 年度を 

振り返って 
子どもの夢応援ネットワ

ークでは、Zoom を使って定

例の会議を行った他、大阪

市教育委員会から依頼を受

けた研修会の企画＆実施

（対面）、日本国際交流セン

ターとの意見交換会、文部

科学省などとの意見交換

会、在留資格家族滞在の子

を奨学金の対象とすること

を求める要望活動の準備な

どを行いました。一方で毎

年実施しているシンポジウ

ムや交流イベントは実施に

向けて検討までは行いまし

たが、最終的にはコロナの

感染状況を踏まえ、実施を

見送りました。 

2022 年度に向けて 
2021 年度はオンラインでの活動が中心となりましたが、2022 年度は対面での活動

に加え、シンポジウムや交流イベントなどを実施したいと思います。また、政府等に対

する要望活動なども現場の実情を踏まえ、行っていきたいと思います。 

写真左）大阪市教委の依頼を受け、研修を企画、実施しました。 

写真右）当協会の職員も外国ルーツの若者支援事業について報告しました。 

写真上）距離を取りなが

らも楽しく活動しまし

た。 写真下）レインボ

ーカラーのケーキ作り

に挑戦！   

コーディネーターより 
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2022 年度に 
向けて 

  

人権・多文化共生に繋

がる様な工夫・研修を

積極的に取り入れ進

めていきたいです。打

ち合わせの中で、外国

人ボランティアと学

校の先生方の希望と

を、もう少しうまく取

り入れ双方が不安な

く授業を行える環境

を整えていきたいで

す。そのためにもコー

ディネーター間の共

有も細やかに行って

いきたいです。 

コロナ禍で外国人

ボランティア同士が

交流する機会がなか

なか持てていないた

め、機会を作ろうと

思います。 

豊中市のすべての小学校（全 41 校）の 3 年生～6 年生のクラスに、地域に暮らす外国人ボランティ
アを派遣して、ルーツのある国の文化や言葉を紹介します。豊中市教育委員会の委託事業。 

2021 年度を 

振り返って 
コロナ禍の中でも昨年

度より多くの授業を実

施できたこと、英語以

外の外国語の選択が多

かったことが良かった

です。色々な国に興味

関心を持ってくれてい

ることを改めて感じ、

様々な出会いを通して

異文化理解に繋げられ

ていると思います。 

子どもたちが積極的に

質問することも多く見

られ「その国のことを

知りたい・相手を理解

したい」という気持ち

を感じました。 

新しい外国人ボラン

ティアも増え、その様

な交流が外国人のエン

パワメントになってい

ます。 

写真上）中国出身のボ

ランティアへ子ども

たちからお手紙をい

ただきました。 

写真中左）授業の様子

（インドネシア） 

写真中右）エクアドル

出身ボランティアへ

子どもたちからのプ

レゼント。 

写真下）外国人ボラン

ティア研修の様子。先

輩のデモレッスンを

体験中。 

2021 年度を振り返って 
外国にルーツを持つ小・中学生に日本語を教えています。日本語の能力が不十分なために、学習不振に悩む子ども

たちがいます。レベルや問題点は様々ですが、それぞれの子どもに応じ、作文や教科で困ったときに対応できるよう

な学校で役立つ日本語を目指しています。2021 年度はコロナ禍のためオンラインで対応せざるをえない時もありま

したが、なるべく対面で、書かせて、言わせて、読ませて、使える日本語を指導してきました。 

2022 年度に向けて 

新学年になり、子どもた

ちの入れ替わりはあるか

もしれませんが、一人一人

に丁寧に対応し、スタッフ

もスキルアップできるよ

う、努力して行きたいと思

っています。 

日本語指導グループ「とよなか JSL」が運営主体となって、外国にルーツを持つ子どもの日本語教室
を毎週火曜、金曜 17：00～19：00 に実施しています。 

コーディネーターより 

写真上左）ボランティア説明会を開催しました。 

写真上右）オンラインも活用して学習を継続しました。 

写真下）運営はとよなか JSL が担っています。 

ボランティアより 
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外国人市民が地域で安心して生活できるよう、必要な情報の提供と相談サービス（電話、面接）を多
言語で行う。相談体制：月/火/木/金/土曜日 11 時～16 時／日本語、英語、フィリピノ語、タイ語、
中国語、韓国・朝鮮語、インドネシア語、ベトナム語、ネパール語、（ポルトガル語・スペイン語は事前予約

制） 

2021 年度相談実績について 
2021 年度の相談件数は 3,376 件。相談日

を増設した前年度は 1,848 件であった。相談

日増設以前の相談件数は、2019 年度は 952

件、2018 年度が 1,001 件、2017 年度が 952

件で、1,000 件前後で推移していたことをふ

まえると３倍増となっている。 

前年度に続いてリモート対応を導入してお

り、相談者の希望や状況に応じて、リモート

や SNS により相談対応を行っている。加え

て、複合課題を抱えるなかで、必要のある相

談者にはアウトリーチによる相談対応を実施

している。 

相談全体の中で、新型コロナウイルスに関

わる相談は 1270 件（37.6％）と、前年度は

525 件（28.4％）から大きく増え、ワクチン

や PCR 検査等を含む医療に関する相談は前

年比４倍となっている。その過半数はネパー

ル、フィリピン、中国、ベトナム国籍で占め

ている。  

相談全体の内訳を在留資格別にみると、永

住者・配偶者・定住者が計 35.7％、家族滞在

が 16.3％、技能実習と留学が計 7％。永住

者・配偶者・定住者の半数はフィリピン国籍

（52.5％）で、支援施策の手続きに関する相

談が多く、活動に基づく在留資格の過半数は

ネパール国籍（40.9％）と中国国籍(21.3％)

で、飲食業を営むネパールとその家族、留学

生の、生活困窮と求職の相談が多かった。 

 

▽相談者の国籍：〔（）内は前年〕 

フィリピン 28.4(25.9％)、中国

14.6(18.5％)、ネパール 17.0(16.6％)、韓国

9.7、ベトナム 6.3、タイ 2.0。日本 4.4 ネパ

ールの相談の横ばいである。 

日本国籍で使用言語が日本語以外の相談は

41(36)件。日本国籍の相談者は 108 件で帰化

者や第 2 世代など、外国にルーツをもつ者が

大半だった。外国籍だが日本語で相談を行っ

たのは 712(378)件。39(44)か国から相談が

あった。 

 

▽相談者の在留資格：  

配偶者 11.6%、定住者 9.7％、永住者

14.5％、家族滞在 16.3％、その他 

リコン・アラート（協議離婚問題研究会）の「外国人のための 1 日離婚電話相談

ホットライン」も 5 年目となりました。今年は大阪弁護士会との共催で、電話相

談だけでなく、ZOOM と対面での相談も実施しました。 

グループスーパービジョンを継続して年 2 回実施しています。毎回スタッフが検討した

い事例を発表し、スタッフ全員で検証、共有する貴重な時間となっています。スーパー

バイザーは山中京子さん（コラボレーション実践研究所所長）。 

豊中市南部にある庄内公民館に出かけ、1 日相談会を実施しました。 

  

 

定期的に多言語スタッフ向けの相談援助技術に関する研修も実施し、相談に関わるスタ

ッフの研鑽の場としています。（講師は主任相談員の吉嶋） 
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【相談サービス事業における対応について】 

（１）ケース・ワークと他機関とのネットワーク（連携） 

 相談者の状況や相談内容が、諸制度を利用して問題の解決をはかる必要がある場合、ケース・ワークを行う。 

豊中市在住の相談者について、相談者が他機関に関わっている場合、あるいは問題対応に他機関との連携が必要な場合は、関係機関で情報

を共有したり協力するなど、より適切に対応できるようにする。 

ケース・ワークが必要だが、相談者が遠方に住んでいたり、当協会が直接の関係機関として関与しえない場合などは、相談者が住む地域

の援助機関と連携をとる。その地域で多言語の援助がない場合は、当協会スタッフが相談者に対し、彼／彼女の状況を説明したり、相談者

の希望や考えを援助機関に伝えるなど、仲介的役割を担う。 

他機関では多文化対応が不十分な場合があるため、相談者の状況についてスタッフが機関に説明し、適切な対応を依頼する。また相談者

は、どのような支援が受けられるか十分理解できないことが多いため、スタッフが相談者の母語で説明し、相談者の安心や納得を促す。そ

の地域で多言語対応が可能な場合でも、相談者がスタッフへの相談を望む場合は、相談者の不安を支え、相談者が適切な支援を受けられる

よう支援する。 

 

（２）心理カウンセリング 

 相談者の悩みや問題について、相談者自身の内面に焦点を当てる必要がある場合は、心理カウンセリングを行う。相談者が自分の内面

に目が向けられるよう、受容・共感・承認的応答を行い、自分の気持ちや考えに気づき、自分なりの決定や選択ができるよう支援する。 

 

（３）情報提供等 

 日常生活における情報や、行政手続等に関する情報など、相談者が法・制度や地域情報等を知らなかったり、理解していない場合は、

情報提供する。 

 例）公営住宅の申込み、交通事故の対応、病院の情報、健康診断の結果について、確定申告、求職時の書類記入等 

 

（４）安心して集えるコミュニティづくり 

センターでの他事業を利用する来館者に対し、同国・母語の仲間と出会え、安心できる環境を提供する。コミュニティ内で集う人が安心

できるようなコミュニケーションに注意したり、ニーズに対応するなどを行った。必要であれば、随時個別相談として対応し、また逆に、

相談に訪れた人に出会いの場へ促すなどを行う。 

2022 年度に向けて 
・生活テーマ・問題テーマを整理して、課題検証作業。

それぞれの充実度、連携状況、社会的課題、支援課
題、など。 

・個々のスタッフの相談支援スキルアップ。 
・相談終結後のフォローアップ。 
・今後、安全と安心の組織や関係を作っていきたい。

（トラウマインフォームドケアを取り入れたい） 
・協会事業間のさらなる連携とアウトリーチの推進。 
・豊中市と協働して、行政文書（納付書など）を外国

人にもわかりやすい・伝わりやすいデザインや内容
に変えていくための作業チームをつくりたい。 

2021 年度相談内容別 

 

「日本語支援グループ・むすびめ」と協会で実施

している日本語検定サポートは、毎年日本語能力

検定試験前に実施しています。実施回数のべ 27

回（写真は過去のものです）。 

 

【アウトリーチ勉強会の実施】 

 
センターに来づらい相談者の

自宅を訪問して情報や支援を届

けられるようにするために、
2021 年度は先進地域の取組に
学ぶ勉強会を開催しました。（写

真は沖縄青少年自立援助センタ
ーちゅらゆいの金城隆一さんの
研修の様子）他、スチューデン

トサポートフェイス（佐賀）、京
都モアネット、川崎市ふれあい
館の方々にお話を伺い、それぞ

れの取組について学びました。 

夫婦関係（離婚・不和・DV他）

6%

手続き（在留資格他）

6%

生活（生活困窮、諸制

度の手続き他）

25%

日常生活（地域情報、日本語学

習、住居他）

16%

医療・保健（母子保健・メ

ンタルヘルス他）

22%

人間関係

5%

労働（求職・退職他）

6%

子ども（学校関係、子育て他）

11%

人権侵害

1%

その他

2%
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2022 年度に向けて 
引き続き、コロナ禍での感染対策を実施しながら、参加者の興味関心のあ

るテーマでイベントを実施していきたい。 

We would like to continue to hold events on topics of interest to 

participants while implementing infection control measures with the 

Corona Disaster. 

 

2022 年度に向けて 
多文化フェスティバル、多言語進路相談会ともに規模を縮小しての開催だったので、来年

度はもう少し規模を広げて開催できればと思います。どちらも学校や教育委員会との連携が

必要不可欠なので、しっかりと関係性づくりを行い、活動を進めていきます。 

2021 年度を 
振り返って 

 

今年度は昨年に引

き続き、規模は縮小し

ましたが「多文化フェ

スティバル」「多言語

による進路相談会」と

もに開催することが

出来ました。多文化フ

ェスティバルでは、教

育委員会や学校の先

生、ボランティアと協

力し合い、たくさんの

子どもたちの新たな

つながりを生み出す

ことが出来ました。

「多言語による進路

相談会」では、外国に

ルーツを持つ生徒や

保護者へ多言語で情

報提供を行い、貴重な

進路保障の場となり

ました。 

 

 

写真上左）多文化フェスティバルでの絵本の読み聞かせ 

写真下左）ブースを回っていろいろな遊びを体験しました 

写真上右）多言語進路相談会の様子 

2021 年度を 
振り返って 

2021 年度は、「ワクチン接種」

「社会保険・年金」など、参加者が

関心のあるテーマについてのセミ

ナーを実施することができた。ま

た、セミナーと併せてクリスマス

会を設定することで、学びあり、

アクティビティありの有意義な時

間を過ごすことができた。 

In FY2021, we were able to 

conduct seminars on topics of 

interest to participants, such as 

"Vaccinations" and "Social 

Insurance and Pensions. In 

addition, by setting up a 

Christmas party in conjunction 

with the seminars, participants 

were able to have a meaningful 

time with learning and activities. 

Filipino Young at Heart’s Club (FYAHC) 
2016 年度に（公財）大阪コミュニティ財団の助成を受けて実施した外国人高齢者の調査をふまえて、
相談サービスで利用者が最も多いフィリピン人を対象として、40 歳以上の中高年向けの居場所を
2017 年 5 月から「Filipino Young at Heart’s Club」として毎月 1 回程度開催しています。 

「多文化フェスティバル」、帰国・渡日児童生徒学校生活サポート事業での「多言語による進路相談
会」など、学校や教育委員会との連携により、外国にルーツを持つこどもたちをサポートしています。 
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小・中学生のための国際理解プログラム。地域に住む外国人を講師に迎えて交流しながら、様々な
国、地域について学びます。 

2021 年度を振り返って 
2019 年 2 月に災害時多言語情

報支援センターを立ち上げてか

ら、継続的に多言語で情報発信

を行ってきました。一方で、2020

年度に行ったコロナ禍における

外国人市民の生活等への影響に

関する調査研究では、情報や支

援がなかなか届いていなかった

ことが明らかになりました。明

らかになった課題にしっかりと

対応していきたいと思います。 

外国人を対象とした防災訓練

やセミナーについては行うこと

ができず、課題として残りまし

た。 

2022 年度に向けて 
外国人向けの防災訓練やセミナーを実施したり、また地域の防災訓練に出て行って、多文化多言語対応が必要な

ことを発信するなど地域に出ていくなどしたいと思います。地域で孤立する外国人が一人でも減り安心して暮らせ

るようにしたいです。 

 

2021 年度を振り返って 
今年度も講師の方とボランティアとの

間でたくさんの相談を重ねて、より充実し

た活動内容となりました。 

新型コロナウイルスの影響で、調理実習

やフィールドワークの活動ができなかっ

た分、ダンスや民族遊び、工作などを通し

て、コミュニケーションをとる機会を積極

的に取り入れることになりました。 

子どもたちも含め私たちボランティア

も、異文化に触れ合う楽しさやさまざまな

学びを直接的に得ることができました。 

2022 年度に向けて 
来年度は、新型コロナウイルスの影響で

できなかったお菓子作りやフィールドワ

ークなどを行うことができたらいいなと

思います。 

人との交流を大切にし、より密接に楽し

く文化について知れる機会を作っていき

たいです。 

写真上左）ネパール出身の講師と参加者 とても仲良くなりました。 

写真上右）オリジナルの台湾の地図をつくりました 

写真下左）ベトナム語の絵本に興味津々 

写真下右）中国の切り絵体験 「福」の字と干支モチーフの作品の完成！ 

災害の多い日本で外国人が安心して暮らせるように、大規模災害時の外国人支援につながる啓発活動
を行い、災害時の支援体制を整備していく取り組みを各機関と連携しながら行っています。 

ボランティアより 

写真）過去の防災セミナーの様子。 
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2021 年度を振り返って 
2021 年度も昨年同様、大阪大学、JASSO との「出会いの会」や「交流会」などの活動は全くできませんでした。 

月 1 回の世話人会はモチベーションを保つ為にも継続しております。そして、昨年度はボランティア登録用紙のデジ

タル化やホストファミリー専用のメールアドレスも作ることができたので活用しています。 

先日もボランティア登録用紙の更新の為、ホストファミリーの皆さんに郵送しましたら、8 割近くの返送があり、

世話人としましてはとても嬉しくおもいました。 

子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日 10:00～12:00 （会場：庄内図書館） 

写真左）芋ほりの様子 写真中）大きなお芋がとれました 写真右上）親子そろってご参加いただきました 写真右下）花と緑のネットワーク豊中の方か

らお話いただきました 

写真）世話人会の様子 

留学生とホストファミリーのホームビジット型の交流活動。半年から 1 年の期間交流しています。 
運営は「ホストファミリー世話人会」が中心になって、様々なイベントや日本文化体験事業も開催しています。 

2022 年度に向けて 
いつになったら留学生が来日

し交流できるのか見通しも立た

ない状況ですが、私たち世話人も

モチベーションを保ちながら、再

開後の活動を見据えて何ができ

るか検討していきたいと思って

おります。（おしらせ作成やメー

ルでの発信など） 

 

2021 度を振り返って 
2021 年度は引き続きコロナ禍の活動ということで普段通りの活動

が難しい面もありましたが、新ボランティアを迎えて、Zoom での活

動や図書館での活動を実施しました。また、秋には活動参加のきっか

けとなるよう「芋ほり交流会」（於：とよっぴー農園）を外国人ママ

と共に企画・実施することができました。少人数だからこそ、アット

ホームな雰囲気のなかで活動することができたと思います。 

2022 年度に向けて 
働いているママさんが多いので、仕事をしな

がらも無理なく活動に参加できる環境を作って

いけたらと思います。外国人ママさん、日本人

ボランティアが気軽に集まることのできる場づ

くりをしていきたいです。 

ボランティアより 

世話人会より 
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子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日 10:00～12:00 （会場：岡町図書館） 
 

2022 年度に向けて 
 外国人ママもボランティアもコロナ禍の不安や子

育ての悩みを共有し、誰もが継続して参加しやすい

環境作りに努めていきます。そして、その活動を広

く知ってもらえる方法を考えていきたいと思いま

す。 

2021 年度を振り返って 
感染状況によって、図書館・公園と活動場所を工夫

してきました。行事としては、みかん狩り、おたのし

み会、お料理会等、感染対策を講じながら活動するこ

とができました。 

3 月の物々交換会では、使わなくなったおもちゃ等

を持ち寄ってお買い物ごっこをしたり、外国人ママ

提案のゲームでおとなも子どもも楽しい思い出を作

りました。活動の中で感じる子どもの成長を皆で喜

び、見守ることのできるあたたかい場となっていま

す。 

もの成長を皆で喜び、見守ることのできるあたたか

い場となっています。 

 

写真上左）みかん狩り 自分で採ったみかんは最高♪ 写真上右）ゲームをしながらプレゼント交換♪ 写真下左）お料理会 みんなで、おいしく楽しいお

弁当作り♪ 写真下右）おたのしみ会 持ち寄ったクッキーを詰めて、自分だけのオリジナルクッキーバッグのできあがり♪ 

子育て中の外国人女性のための居場所づくりを市立図書館との共催で行っています。 
毎週火曜日 10:00～12:00 （会場：千里図書館） 
 

2021 年度を振り返って 
 感染症の流行状況をみながら、対面とオ

ンラインの両方で活動してきました。対面

の活動では、換気・消毒の徹底や活動時間

の短縮などの対策を行いました。特に日本

語が苦手なママさんは、対面の方が参加し

やすいようでした。2020 年度から手探りな

がら始めたオンラインでの活動にも、少し

ずつ慣れてきたように思います。オンライ

ン料理教室や、オンラインならではのゲー

ムなどにもチャレンジし、参加者からも好

評でした。 

2022 年度に向けて 
感染防止対策を行った上で、なるべく対面

での活動を増やしたいと考えています。ボラ

ンティアで様々なアイディアを出しながら、

外国人親子にとって、気軽に楽しめる場所を

提供し続けたいと思います。 

 

 

写真上右）クリスマスの制作 

写真上左）絵本の読み聞かせ 

写真下右）福笑いに挑戦！ 

写真下左）オンラインで恵方巻き作り 

ボランティアより 

ボランティアより 
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2020 年度から開始。市南部の働く外国人向けに、庄内公民館で実施しています。 
毎週日曜日 13:00～15:00 

2021 年度を 
振り返って 

活動日を土曜日から日曜日に変え

たことで、継続して学習に参加でき

るようになり、使っていた教材[きい

てまねしてはなして]を終了して、年

度末にはとても素晴らしいスピーチ

をすることができました。コロナ禍

でオンライン学習にも取り組まなけ

ればならない不安定な環境の中、学

習者とボランティアの双方の理解の

もと学習を継続できたことで、関係

性がより深まり、お互いに達成感を

味わうことができたように感じてい

ます。 

2022 年度に向けて 
 

新しい教材[話して書いて伝えあう 

私のこと・あなたのこと]を使って学

習をステップアップさせる人、また一

方で新たに学習を始める人も加わっ

て、互いに交流しながら、グループの

活動をますます活性化させていきた

いと思います。 

2021 年度を振り返って 
千里にほんごは、千里近辺に居住する外

国人との日本語学習を通じた交流を目的と

し、千里コラボで活動を始めて５年目にな

ります。 残念ながら 2021 年度は対面活動

ができた日数は数えるほどでしたが、集ま

ることのできない期間は Zoom に参加でき

るメンバーでリモート活動を行ってきまし

た。 Zoom 学習者は大変熱心に続けて参加

され、不慣れなまま始めたボランティアも

やりがいを感じ、交代でホストができるま

で Zoom 使用にも慣れてきました。 

2022 年度に向けて 
どのような状況下でも臨機応変に対応出

来る体制を保持し、学習者と繋がり続ける

ことに加えて、新規学習者を増やすこと、

以前の学習者を呼び戻すことを目標に、チ

ームワーク良く頑張りたいと思います。 

写真上）対面での活

動風景 

写真下）オンライン

での活動風景  

 

2017 年度からスタートした日本語交流活動。千里地域連携センターとの共催で、豊中市東部・千里地域での外国
人の居場所、交流の場づくりを行っています。毎週木曜日 10 時～11 時 30 分。（会場：千里公民館、千里図書館） 

活動の様子 

ボランティアより 



17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2021 年度を振り返って 

当グループの主目的であ

る「たくさん日本語を話す」

ことを実施できるよう、あ

らゆる工夫と努力を継続す

ることができました。対面

←→リモート、学習者数の

変動、ゼロレベルの学習者

への対応、ボランティアの

モチベーション維持など、

問題は残っていますが、概

ね本来の活動は途切れるこ

となく実施できました。 

2022 年度に向けて 
ゼロレベルの学習者への

対応について、一定のカリ

キュラムを設け、本来の活

動と並行させていきます。

また、新入ボランティアが

本格的に活動し始め、フレ

ッシュな活動力に期待した

いです。 

日本語交流活動。毎回テーマを設定しての教室形式で実施しています。学習者にはそれぞれボラン
ティアがサポートにはいり、個別対応もしています。毎週月曜日 10:00～12:00 

写真上、下右）活動の様子 写真下左） 最後に考えた文章を発表します。 

2020 年度から開始。市南部の働く外国人向けに、オンラインの教室を実施しています。 
毎週木曜日 19:00～20:00 

2021 年度を振り返って 

春と秋に半年のコースを実施しま

した。木曜日の夜、19 時から 20 時

の 1 時間ということで限られた時間

ではありますが、大阪府が作成した

教材[きいてまねしてはなして]を使

い、活動しています。当初はオンライ

ンでどこまで学べるか、参加者同士

のつながりがどこまで作れるか…な

ど、不安もありましたが、オンライン

だからこそ参加できる人がいるこ

と、オンラインでも交流できること

を実感しています。 

2022 年度に向けて 
活動の運営の仕方について、みんなで話し合いを通じ

て少しずつ進めています。試行錯誤も多いですが、一歩

一歩土台を固め、つながれとよなかオンライン！のスタ

イルを作っていきたいと思います。 

ボランティアより 

写真上）画面共有しながら、聞い

て、まねして、話します！ 

写真右）みんなで会話もします。  

ボランティアより 
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日本語交流活動。レベル別、目的別でのグループ活動です。同じ時間帯に多文化保育もあるので子連
れでも OK! 毎週木曜日 13:30～15:20 

2021 年度を振り返って 

４月からずっとオンライ

ンでの活動でしたが、11 月

と 12 月のみ対面活動がで

き、みなで会えた時の喜び

はひとしおでした！ボラン

ティア 20 名に学習者 30 名

では対面時の３密が懸念さ

れ、年明けからはオンライ

ンが続いています。メンバ

ーの PC のスキルが上がり、

学習者さんとの学習および

交流がさらに充実してきま

した。ニューズレターweb

版（３回発行）もつながりを

深めてくれています。オン

ライン養成講座を経て新ボ

ランティア６名が加わり活

気が増しました。 

2022 年度に向けて 
年明け、感染者も減り春

からはまた対面の活動が

できると思っていました

が、しばらくはオンライン

もやむを得ません。地域で

の新しい生活のため日本

語が必要ならば、そのお手

伝いができるように、ボラ

ンティア全員が努力し環

境を整えます。 
写真上）対面での活動を再開した時の写真 
写真下）ZOOM での活動風景 

日本語交流活動。同じ時間帯に多文化保育もあるので子連れでも OK! 
毎週金曜日 10:30～12:00 
 

2021 年度を振り返って 
金あさは少人数（または個別）での学習や会話、またミニ交流

会や季節の行事を通して、参加者相互の交流を実施してきた。

2021 年度は継続的な活動が厳しい状況を受け、オンラインでの

「Zoom 金あさ」を継続。対面（会場）とオンラインの二本柱で、

参加を希望した学習者とボランティアは活動できた。 

 

2022 年度に向けて 

引き続き日本に住む外国人の日本語学習支援を

通して互いの理解を深める活動をしていくが、コロ

ナ禍、直接交流の機会が減っている。この状況下、

つながり・交流・学習が途切れないように努め、国

際交流の輪を広げたい。 

 

写真左）メインルームでハイ、チーズ！ 写真右）C.C スペースで楽しく活動中！ 
ボランティアより 

ボランティアより 
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2022 年度に向けて 
4 月から対面でのスタートとなり、学習者・ボ

ランティア共に参加人数も増え、活気が戻ってき

ました。日本語学習を通じて、参加者同士の交流

が広がり、学習者の居場所となるような活動を続

けていきたいと思います。 

平日働く人たちも参加できる日本語交流活動。参加者のさまざまなニーズに対応しています。 
毎週日曜日 10:00～12:00 

2021 年度を振り返って 
2021 年度は、対面とオンラインを繰り返しながらの活動で

した。対面では、休憩時間や終了時間になっても会話や学習を

続けている人達も多く、楽しい雰囲気で活動出来ました。オン

ラインでは、画面を通じての学習の難しさを感じる事もたくさ

んありましたが、その都度ボランティア間で情報を共有し、意

見を出し合って、工夫を重ねながら活動を継続することが出来

ました。 

 

ボランティアより 

2022 年度に向けて 
【世界をたべよう】 

レシピ本がメディアに多数取り上げられ、

レシピ本を通じてたくさんの方に当協会の活

動を知ってもらうことが出来ました。また、

今年度はセンターと庄内公民館で、外国人講

師から料理のお話を伺う「世界を食べよう～

おいしい話編」を開催することが出来ました。 

【多文化・多言語セミナー】 

[安聖民パンソリライブ]今年度はとよなか

人権文化まちづくり協会と共催したことで新

たな気づきがあったので、来年度に活かして

いきたいです。 

[世界のミカタ]子どもとその保護者対象の

異文化理解プログラム「世界の『ミカタ』」を

実施。ワークショップ等の体験を通して「世

界には多様な考え方がある」「世界とつなが

ることの楽しさ」に気づき、ちがいを肯定的

に受け止める心を育ててもらえるようなプロ

グラムを講師と共に実施しました。 

【国流シネマカフェ】 

国流シネマカフェとして 2 回、昨年に引き

続き市内公共施設とのコラボ企画としてとよ

なかシネコンを 1 回開催しました。また、外

国人親子が多く住む地域でも国流シネマカフ

ェを初開催しました。（会場：千里公民館） 

日本人／外国人のために、参加しやすく、異文化理解を促進する様々な取り組みをおこなっていきます。 

2021 年度を 
振り返って 

【世界をたべよう】 

新型コロナウィルス感

染拡大状況をふまえ、引き

続き世界のお料理の話を

中心にイベントを開催し

たいと思っています。 

【多文化・多言語セミナー】 

今年度同様 様々な団体

と連携をしながら幅広い

世代に参加してもらいつ

ながることのできる企画

を考えていきたいです。 

【国流シネマカフェ】 

次年度以降は、ハリウッ

ド映画に限らず、アジア映

画など地域に住む外国人

が見たい映画を上映した

いです。また、上映のみに

限らず、映画を観た感想

や、取り上げたテーマをさ

らに深めることができる

よう、他事業（哲学カフェ、

研修など）と連携していき

たいです。 

写真上左）世界を食べよう～台湾のお話 

写真上右）国流シネマ、「ボスベイビー」と「ボ

ヘミアンラプソディー」を上映 

写真中）パンソリライブの様子 

写真下）世界のミカタでの一コマ グループワー

クでは子どもたちと保護者が積極的に意見を交

わしていました。 

写真上左）対面の活動が再開して賑やかです 

写真上右）みんなで楽しく学習しています 

写真下左）普段の学習の様子 

写真下右）たまには輪になっておしゃべり 
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・時代に即した学びの場、および対話の場を創造し、多文化共生社会をつくる人づくりを行っています。 

・哲学カフェ（カフェフィロとの共催） 
・ボランティア養成講座の開催（年 1 回）等 

2022 年度に向けて 
【ボランティア研修】 

空調工事などで活動場所が限られる中ですが、多様な市民に活動に

関わっていただけるよう工夫を続けていきたいです。 

【まるわかりセミナー】 

引き続き、様々な視点から世界や地域の共生につながるテーマでセ

ミナーを実施していきたいです。 

【哲学カフェ】 

他の事業との連携などを検討していきたいです。 

2021 年度を振り返って 
【ボランティア研修】 

昨年度実施できなかった「多文化子育て

支援ボランティア養成講座」をオンライン

で開催し、「おやこでにほんご」「多文化

子ども保育にこにこ」に新しいボランティ

アの方を迎えることができました。また、

コロナ禍で活動の機会が少なかった新規

日本語ボランティアを対象に、フォローア

ップ研修も実施しました。 

【まるわかりセミナー】  

昨年度は「多文化共生編」で実施した本

セミナー。今年度は「フィンランド編」と

して、北欧フィンランドの文化や習慣、制

度などをご紹介しました。 

【哲学カフェ】 

昨年度に引き続きオンラインで開催し、

「顔って見せないといけないの？」をテー

マに話し合いました。4 名が参加しました。

安心して話すための哲学カフェのルール

と進行役の調整で、日常生活の中ではなか

なか難しい「対話」を体験できる機会とな

りました。 

2022 年度に向けて 
【しょうない REK】 

来年度には南部コラボ（仮称）が完成します。市南部での外国人の増加、支援

ニーズの増大に合わせて、引き続き南部の会合に積極的に参加し、アウトリーチ

を続けていきたいと思います。南部での「こくりゅう」の存在感を大きくしてい

きたいです。 

【豊中の市民活動共同デスク】 

引き続き、「こんな時どうしてる？」と気軽に情報や意見の交換ができるフラ

ットな場として継続参加できればと考えています。スタッフだけではなく、団体

に集うボランティアも何かの形で参加できる企画も考えていきたいです。 

様々な市民団体、中間支援組織と共に、多文化共生のまちづくりをすすめるための協働事業を実施するとともに、
市民主体の国際交流活動を促進するための相談、および支援をおこなっています。 

2021 年度を振り返って 
 

【しょうない REK】 

しょうない REK 実行委員会に参

加しました。実行委員会では市南

部地域での外国人の状況について

情報共有したり、市南部地域での

外国人支援（生活何でも相談会や

南部にほんご、おやこでにほんご

等）について積極的に伝えてきま

した。また、南部地域全般の動きに

ついても把握する機会としまし

た。毎年、国際交流フェスタで古本

市を開催していますが、今年もフ

ェスタを開催することができず、

センターで古本市は実施できませ

んでした。 

【豊中の市民活動共同デスク】 

年に３～４回、中間支援団体同

士の情報交換の場として開催しま

した。その時々の団体のニーズや

関心についてざっくばらんに意見

交換できる場となっています。 

写真）共同デスクの 

様子 

写真左）まるわかりセミナーの様子  

写真右）日本語ボランティアのためのフォローアップ研修の様子 
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2021 年度を振り返って 
【ESD 連絡会議】 

ESD とよなか連絡会議では、連絡会議の

構成メンバーの取組について発信する動画

作成を行いました。動画作成の過程を通じ

て、お互いの取組について知ったり、また連

絡会議の在り方やポイントについて再確認

する機会にもなりました。 

【メディアリテラシー入門講座】 

「子どもとメディア」をテーマに開催し、

6 名が参加しました。講師のうちのお一人は

オンライン、その他は対面というハイブリ

ッド形式でした。子ども・若者が主な情報源

としているインターネット上で広がりやす

い嘘の情報「フェイクニュース」について学

び、情報との付き合い方を考えました。ま

た、ウクライナ侵攻についてのニュースを

分析しました。 

【講師派遣】 

2021 年度は豊中市内外の学校をはじめ、

人権研修など、のべ 43 件、71 人が各機関

に出向いたりオンラインで実施したりしま

した。 

【調査研究】 

豊中市と共同で、調査について検討する

豊中市多文化共生施策推進連絡会議専門部

会を立ち上げ「コロナ禍における外国人市

民の生活等への影響に関する調査研究」を

実施しました。アンケート調査（約 2,700 人

が対象で 630 人から回答）、インタビュー

調査（70 人）からは予想以上に影響が大き

かったことが分かりました。また、調査を通

じて、当協会とつながり、支援や交流活動に

つながった人も多く、定期的に実態把握を

する必要性を感じました。（詳しくは p.25） 

【多言語でのコロナワクチン集団接種】 

コロナワクチン集団接種会場の一つにと

よなか国際交流センターが指定されたこと

により、多言語対応が可能なワクチン接種

会場の運営を行いました。（詳しくは P.24） 

2022 年度に向けて 
【ＥＳＤ連絡会議】 

動画をうまく活用しながら、SDGs やそれを達成するための人材育成の実践である ESD について引き続き、周知広報

に取り組みます。 

【メディアリテラシー入門講座】引き続き子どもとメディアについて考えたいです。 

【講師派遣】 

近隣地域とのつながりを大切にしつつ、広範な地域に向けても、協会事業・多文化共生等について発信していきます。 

【調査研究】 

一緒に調査に取り組んだ専門部会のメンバーとはネットワーク会議を行い、引き続き、調査研究の結果を踏まえ、必要

な取組やネットワークのあり方について検討していきたいと思います。 

【多言語でのコロナワクチン集団接種】 2022 年度も継続して接種会場運営を継続します。 

【ESD とよなか】国連持続可能な開発のための教育の 10 年（2005 年～2014 年）の理念に基づき、次世代に渡す地域づくりのための多様

なセクターが連携するための取り組み。【メディアリテラシー】メディア分析を通じて「外国人・日本人」の捉えられ方、考え方を見直す
参加型の講座。【講師派遣】地域の学校・諸団体への講師派遣。【調査研究／ワクチン集団接種会場運営】コロナ禍における外国人支援の一
貫として、市が実施する事業に協力しました。 

※ESD とよなか連絡会議：赤ちゃんからのＥＳＤ，市民環境

会議アジェンダ 21、とよなか人権文化まちづくり協会、

とよなか国際交流協会、男女共同参画推進財団、豊中市

社会福祉協議会、教育委員会（社会教育課）、環境政策

課、千里文化センター、人権政策課が構成メンバーのゆ

るやかなネットワーク 

コモとスースのポストカードセット
（5 枚入り、200 円） 

事務所にてまだまだ好評販売中！ 

講師派遣：中学生と楽しくコミュニケーションをとりながらエクアドルの紹介 

ワクチン接種会場運営のスタッフ集合写真。ピンクのベストが通訳スタッフ

です。（撮影のためマスクを外しています） 
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2022 年度に向けて 
【SNS 発信】今回実施したコロナ禍の影響についての調査研究の結果、LINE を使う外国人市民が多いことが明らかにな

りました。中でもユーザー数の多い英語、中国語、韓国・朝鮮語、タイ語にやさしい日本語を加えた 5 言語で LINE に

よる情報発信を始めます。 

【民族衣装・図書貸出】民族衣装や民族教材の一般貸出再開後、広く利用していただけるようにカタログ（デジタル・

アナログ）を再編集していきます。所蔵している図書・絵本を積極的に活用していただけるように、わかりやすい広報

をしていきたいです。 

【こくりゅうだより】イベントの告知、報告が大半なので、外国人が知りたいと思う情報に応える形での情報発信に力

を入れたいです。 

【多言語広報】「とよなかし からの おしらせ」が、より多くの情報を必要とする市民に届くよう、発信方法などを工夫

していきたいです。 

【ギャラリー展示】外国人来館者を含む、ふらっとセンターを訪れた来館者に対しても事業や取り組みに興味を持って

もらえるような展示にしたいです。 

【施設管理受託事業】5 月から 11 月まで空調設備取替工事（後半）を行います。前半よりも活動スペースが限られます

が、残りのスペースをうまく活用したいと思います。登録団体について、より使いやすく、また多文化共生の推進につ

ながるように検討したいと思います。 

地域への情報発信、ならびにとよなか国際交流センターの貸室業務など公共空間の管理、組織運営を行っていま
す。 

2021 年度を振り返って 
【SNS 発信】 

協会ホームページ、メールニュースや Facebook ページによる

多言語情報発信を行いました。昨年に引き続き、新型コロナウィ

ルス感染症に関する情報を中心に、災害情報やイベント情報の

他、日本語教室、多言語相談サービスについての案内などを 9 言

語で発信しています。Facebook ページのフォロワー数も、各言

語少しずつ増えてきています。 

【民族衣装・図書貸出】 

センターの空調設備改修工事に伴い 9 月から民族衣装・教材

の一般貸出を一時的に中止していますが、協会事業での利用（国

際理解・人権教育等）は活発でした。図書についてはセンター工

事期間で一部閉鎖をしていることもあり、利用者が減ったのが残

念でした。 

【こくりゅうだより】 

毎月『こくりゅうだより』を 1400 部発行。市内公共施設や小

中学校に配架、賛助会員に送付し、協会のイベント情報案内や報

告を行いました。 

【多言語広報「とよなかし からの おしらせ」】 

今年度から豊中市が発行する 8 言語によるおしらせ「とよな

かし からの おしらせ」の編集・印刷・発送作業を実施していま

す。「広報とよなか」から、外国人市民にとって特に重要と思わ

れる情報をピックアップし、多言語に翻訳しています。年度後半

からは、地域の市民団体と連携しながら、よりよい情報発信につ

とめています。 

【ギャラリー展示】 

イベントに合わせた展示を行った。また豊中駅前の市民活動情

報サロンのギャラリーでも、協会の活動案内を掲示しました。 

【施設管理受託事業】 

2021 年度は 11 月から空調設備取替工事でセンターが半分し

か使えなくなりました。活動場所が大きく制限される状態にな

っていますが、時間を工夫したり、オンラインを活用するなど

して活動を継続しています。貸室業務も停止していますが、4

月から導入される新システムの準備を進めました。センターの

登録団体と実行委員会形式で実施している国際交流フェスタは

今年も開催できませんでしたが、登録団体の活動成果を広く伝

える「登録グループ団体紹介ブックレット」を発行しました。 

年度末には職員で一年間のふりかえりをしています。 

視察受け入れの様子。スタッフが館内案内を行っています。 

市民活動情報サロンのショーウインドーでの活動紹介 
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TOPICS○1  

 

 

近年、地域で暮らす外国人が増えただけでなく、定住化も進んでいることから、福祉分野との連携の必要

性が言われています。福祉分野においても、地域共生社会の実現に向けて、地域住民や地域の多様な主体が

つながり、地域をともに創っていく取り組みを進めていますが、もちろん、その中に外国人のことも入って

います。 

コロナ禍で収入が減ったり、仕事を失ったりした外国人も多く、例えば特別定額給付金の申請のために、

多くの外国人が豊中市社会福祉協議会（以下、「社協」）の窓口を訪ねました。多文化共生と福祉分野の連携

は待ったなしの課題となっています。 

社協との連携は、社協が開催する会議やイベントへの国流の参加、国流が開催

する会議への社協の参加のほか、連携してケース対応にあたるなど、顔の見える

関係を生かして、具体的に取組を進めてきています。今後も社協との連携を深め

ながら、地域の多文化共生を進めます。 

 

TOPICS○2  
 

 

2021 年 5 月 30 日、前常務理事兼事務局長の金相文（きむ さんむん）さんが亡くなられました。享年

71 歳でした。2013 年から 3 年間、事務局長をされ、2016 年からは引き続き、理事として当会の運営に関

わっていただいただけでなく、2019 年 3 月までは週 3～4 日センターに来られていました。 

そんなさんむんさんのことを思い出し、振り返る時間をもつために、1 月 29 日（土）に「さんむんさ

ん、ありがとう会～これからもぼちぼちで～」を行いました。とよなか国際交流協会に来る前のこと、来て

からのこと、離れてからのことを、それぞれときに深くかかわっていた人のトークを通じて振り返り、想い

をはせました。 

山本弥生人権政策監のあいさつから始まり、スライドショーを投影した後、小

学校の先生時代の話を山崎一人さん（大阪市教育委員会指導部人権・国際理解教

育グループ プレクラスコーディネーター）、学校から当会に移ってきた頃の話を

榎井縁さん（大阪大学）、当会での話を松本康之さん（当会理事長、弁護士）、当

会から地元である生野区にフィールドを移してからの話を宋悟さん（NPO 法人

クロスベイス）にしていただきました。みなさんが取り上げるさんむんさんの時

期はちがうのですが、それぞれの話からは一貫して懐の深さ、視野の広さ、フッ

トワークの軽さ、そして徹底して子どもの立場に立ち、どんな相手とも持論を押

し付けることはせず、徹底して聞く、じっくりと聞く姿を思い出しました。限ら

れた時間だったかもしれないけど、一緒に仕事をして同じ時間を過ごしたことを

絶対に忘れない。そう思いました。 

 コロナ過もあり、当日、会場の定員は 20 名と限定せざるを得なかったのですが、その分、Zoom で多く

の人にご参加いただきました。さんむんさん、ありがとうございました。これからもぼちぼちやってくださ

いね❢❢ 
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TOPICS○3  
 

 

 

 

 

 

 

 

【期間】2021 年 7 月 4 日～11 月 7 日の毎週日曜日 9：30～

16：00 （追加接種 2022 年 3 月 13 日、22 日） 

【当会場での外国人の接種者人数】 のべ約 800 人    

【目的】 

・日本語の理解が難しい外国人市民に不安なく安心してワクチン

を接種してもらうための環境整備 

・接種案内や予約、接種会場での対応をすべて 10 言語で行うこ

とで、情報が届きにくい外国人市民のスムーズなワクチン接種を

推進。 

【協会で実施した業務】 

・多言語 WEB 予約受付システムの開発・受付業務・問合対応 

・多言語案内文の作成 

・接種会場の通訳者コーディネート／当日の会場運営 ・外国人向け情報提供・相談対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

【振り返り】 
予約の段階から多言語でのサポートが可能となり、また、医師の問診等に通訳スタッフを配置することで

ワクチンに対して不安に感じていることを相談できるため、安心してワクチンを接種することが可能とな
り、接種者からは好評を得ました。予診票の記入スペースや接種後の待機スペースでは、国際交流センター
の活動内容を紹介する展示や映像で紹介し、接種者へ相談サービス等のパンフレットを配布して情報提供を
行うことができました。また、通訳スタッフ（その多くは協会の外国人スタッフ）が接種者と直接コミュニ
ケーションをとることで、顔と顔の見える関係をつくることができました。その結果、これまで国際交流セ
ンターを利用していなかった外国人市民が協会のボランティア活動に参加したり、相談窓口を初めて利用す
るなどの事例がみられました。 

協会は 2016 年に「豊中市災害時多言語支援センター」設置の協定を豊中市と締結しました。市に災害対策本

部が設置された場合に支援センターが設置されることになっています。新型コロナウイルスについては、2020 年

2 月支援センターが設置され、以降相談日の増設、ZOOM 相談の導入、Facebook ページを 10 言語で開設して

情報提供等を行ってきました。この度、豊中市のコロナワクチン集団接種会場の一つにとよなか国際交流センタ

ーが指定されたことにより、多言語対応が可能なワクチン接種会場の運営を行うため、豊中市と業務委託契約を

締結しました。人権政策課、保健所と連携し、下記の業務を実施しました。（接種枠は外国人 75％、日本人 25％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワクチン接種券の発送時に合わせて、接種対象の外
国人市民向けに多言語での案内文を送付（10 言語）

（約 5000 通） 

【多言語予約ウェブサイト】 

・WEB 予約の案内は郵送以外に、市ウェブサイト、協会
Facebook ページ・ウェブサイトやメールニュースで周知しまし
た。 

・技術的な問題で WEB 予約できない人については、別途臨機応
変に対応しました。 

【接種当日の通訳対応・会場運営】 
通訳スタッフが予診票の記入方法をフォローして

いるところ 
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TOPICS○4  
 

 

 

豊中では地域で暮らす外国人がコロナ禍で困らないよう

に、2019 年 2 月に災害時多言語支援センターを設置し、それ

以来、多くの多言語情報を発信してきました。また、同年３

月からは多言語相談サービスの開設日を増やすなどして困り

ごとに対応してきました。 

一方で、相談窓口を知らない人、つながっていない人たち

はどうしているのか、情報や支援は届いているかといったこ

とは常に気がかりでした。どうなっているか把握しなければ

…ということで、2021 年 4 月から豊中市と共同でその影響に

ついて調査「コロナ禍における外国人市民の生活等への影響

に関する調査研究」を行いました。 

調査はアンケート（約 2,700 人に調査票を配布し、約 630

人から回収）とインタビュー（70 人）の二本立てで行いまし

た。 

豊中市では若い世代かつ在住年数が少ない外国人が増えて

いること、地域社会とのつながりがあまりなく、日常生活で

必要な情報や支援へのアクセスが確保されていないことが見

えてきました。 

また、勤務日数や仕事が減るなど、仕事で影響を受けた人

が約 6 割、収入が減った人が約 4 割、日常生活の支払いで何

らかの支障をきたした人が約 2 割など、大きな影響が明らか

になりました。また、外国人に対する偏見・差別の言葉を聞

いたり、文章を見たりした人が約 3 割、差別を受けるかもし

れないので、あまり外に出ないようにしている人が 1 割弱も

いました。 

もともと生活基盤がぜい弱だったところに、コロナ禍の影

響がより大きなダメージとなって現われたこと、それが時に

攻撃として現れていたことが分かりました。コロナ禍で「困

っている」ことに加え、社会に対する安心・信頼が揺らいで

いることも見えてきました。 

2 月 20 日（日）にはオンラインで調査研究の報告会を行

いました。約 140 人の参加がありました。全国だけでなく、海外からも参加者が

あり、関心の高さがうかがえました。調査報告書については、豊中市及び当協会

HP からダウンロードしていただけます。また、報告や説明を希望される場合は当

協会までお問い合わせください。     報告書（本編）のダウンロードはこちらから→） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

好評販売中！ 
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。 

  

【ご報告】「多文化子どもエンパワメント事業」 

多文化子どもエンパワメント事業の一事業である、外国にルーツ

を持つ子どものための日本語支援「学習支援こんぱす」ではボランテ

ィアが小・中学生向けの日本語指導を行っています。2021 年度も新

型コロナウイルス感染症流行の影響を受け、とよなか国際交流セン

ター休館時や感染拡大時にはオンラインで授業を行いました。また、

対面での活動が可能な期間には毎週火曜日に教育相談を実施し、日

本語について気になる子どもの保護者、教員や子ども等から相談を

受け入れ、必要に応じて「こんぱす」の通級につなげたり、学校や自

宅での支援についてのアドバイスを行ったりしました。89 回開催、

子どもの参加のべ 358 人。今後も当事者のニーズに沿った活動を続

けていきます。ご支援いただいた皆様に心から感謝いたします。 
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  青柳 隆 
青柳 尚子 

赤尾 勝己 
安里 陽子 
有賀 千洋 

有田 進 
池田 真知子 
石墨 方子 

石原 毅 
井関 雅子 
市来 奈津未 

一階 礼子 
伊藤 真生 
井上 良 

今井 貴代子 
岩﨑 宏 
上田 幸子 

上間 紫織 
内海 弘子 
榎井 縁 

榎原 智子 
老田 眞理子 
種田 ゆみこ 

大池 裕子 
大岡 一馬 
太田 法子 

奥井 泰伸 
小田垣 進 
小野 仁彦 

カキザキ マユコ 
梶浦 愛子 
片岡 由賀子 

カナムラ ヒトシ 
金築 清 
神吉 宇一 

木内 淑子 
岸田 すみ子 
北側 佳恵 

北村 澄子 
木村 隆夫 
木村 涼子 

郡山 智代 
小島 和恵 
後藤 澄江 

栄 裕矢 
坂上 直子 
坂原 健史 

佐藤 英樹 
澤田 啓子 
Sicong Chen 

神宮 江里佳 
隅内 茂 
角田 卓也 

仙田 武司 
宋 悟 
大源 文造 

髙岡 奏子 
高木 智志 
髙田 絵里子 

田上 浩 
滝村 恵子 
武田 丈 

田中 清子 
田中 潤治 
 

田中 雅子 
谷 雅博 

谷口 正子 
照井 篤子 
徳弘 保 

徳弘 博子 
富岡 美知子 
友國 武  

長岡 由剛 
長野 良子 
永原 武敏 

南雲 勇多 
成田 晃 
西原 真理子 

野田 幸宏 
野出 敬子 
野村 亜紀 

野村 智子 
狭間 徹 
長谷川 洋司 

服部 圭子 
原田 武男 
久木 治男 

樋渡 達成 
福田 克人 
藤倉 康子 

藤田 和世 
細見 啓子 
増田 博子 

増田 麻美子 
松尾 敦子 
松崎 薫 

松本 康之 
三浦 弘志 
南 一成 

宮地 和夫 
三好 千聖 
三輪 敦子 

本原 光弘 
森 博次 
森川 陽子 

安岡 健一 
薮田 直子 
山田 卓史、ゆかり 

山野上 隆史 
山本 愛 
山本 惠信 

Yu Jing 
Yokoyama Chenie 
吉内 恵美 

吉岡 誠一 
吉岡 良子 
吉田 潤子 

𠮷田 照文 
吉宮 文代 
米澤 千枝 

和田 由起子 
渡辺 瑞佳 
 

他匿名希望 50 名 

＜団体＞ 
株式会社井上組 
キタノ商事株式会社 

公益財団法人 AFS 日本協会大阪北支部 
社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 
NPO 法人国際交流の会とよなか 

NPO 法人国際交流団体未来 
在日本大韓民国民団大阪府豊能支部 
豊中平和連帯会議 

豊中南ロータリークラブ 
日本聖公会石橋聖トマス教会 
日本聖公会庄内キリスト教会 

日本聖公会東豊中聖ミカエル教会 
ホストファミリーグループ アミーゴ 
やりなおしの英会話 

豊中市教職員組合有志の皆様 

 
 

当協会ウェブサイトから 

クレジットカードで会費や寄付金を 

お支払いできるようになりました！ 

お手続きは右のマークから→→→ 

 
賛助会員として協会を応援して下さい！ 

 

協会の理念に賛同して、会員として協会の外国人のための支援

事業を支えて下さる方を募集しています。 

会員になると、「こくりゅうだより」などの情報を毎月郵送でお届

けします。 

お支払い（お申込み）はクレジットカード（当会ウェブサイトから）、

郵便振替、当会受付で現金支払いが可能です。 

 

当会への会費（寄付金）は税額控除の対象となります！ 
 

郵便振替の場合、以下の郵便振替口座あてに年会費をご送金く

ださい（通信欄に「賛助会員年会費」と明記して下さい）。 

 

●加入者名：  
公益財団法人とよなか国際交流協会 

 

●口座番号： 
００９９０－３－３０５８２８ 
 
●年会費： 個人 3,000円、団体 10,000円、法人 10,000円 

（会員期間：4月～翌 3月末） 

 

※ご寄付も随時受け付けています！（税額控除の対象となります）  

※他、未使用テレカや書き損じはがき、中古ゲームソフトなども集めています。 
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【理事】 

理事長：松本 康之（弁護士：長野総合法律事務所） 

常務理事：山野上 隆史（とよなか国際交流協会事務局長） 

榎井 縁（大阪大学大学院人間科学研究科附属未来共創センター特任教授） 

大島 昭子（ボランティアグループ音・音オカリーナ代表） 

浦 耕太郎（豊中市立小学校教諭） 

服部 圭子（近畿大学生物理工学部教授） 

徳弘 博子（元学校法人大阪音楽大学研究事務部門部門長） 

田中 逸郎（NPO 法人 NPO 政策研究所 理事） 

ヨコタ ジェリー（大阪大学名誉教授） 

 

【監事】 

種田 ゆみこ（種田ゆみこ公認会計士税理士事務所） 

呉 幸 哲 （呉税理士事務所） 

栗原 貴子（栗原貴子公認会計士・税理士事務所） 

【評議員】 

井関 雅子（豊中女性防火クラブ連絡協議会会長／ 

大阪国際文化協会会員） 

野崎 志帆（甲南女子大学文学部多文化コミュニケーション学科教授） 

窪 誠（大阪産業大学経済学部教授） 

園崎 寿子（エクパット・ジャパン関西共同代表） 

宋 悟（特定非営利活動法人クロスベイス代表） 

大家 幸子（豊中市立中学校教諭） 

村上 深雪（豊中市民） 

 

【顧問】 

金 菊子（大阪女学院大学特任講師） 

南 一成（元公益財団法人大阪府国際交流財団常務理事兼事務局長） 

柴田 亨（よみかき茶屋コーディネーター） 

公益財団法人とよなか国際交流協会 2021 年度年次報告書（概要版）「こくりゅう＠home 2021」 

発行者：公益財団法人とよなか国際交流協会  発行責任者：松本康之 発行日：2022 年 6 月 20 日 

住所：大阪府豊中市玉井町 1－1－1－601 とよなか国際交流センター 

TEL: 06-6843-4343 FAX:06-6843-4375 E-mail: atoms@a.zaq.jp URL: http://a-atoms.info 

 

山野上 隆史(事務局長) 

山本 愛（事務局次長） 

山根 絵美（事業主任） 

山本 房代（事業主任） 

安藤 綾子（総務主任） 

大庭 みゆき（事業担当） 

三木 幸美（総務担当） 

石田 みどり（事業担当） 

林 陽（事業担当） 

三谷 あゆ子（総務担当） 

御園 美由紀（総務担当） 

＜多言語スタッフ＞ 

賈 晨（中国語） 

朴 貞 淑（韓国・朝鮮語） 

平松 マリア（フィリピノ語・英語） 

バティ シュレスタ（ネパール語） 

シチ ゴック トゥエット（ベトナム語） 

ジャスミン リベラ マヨ（フィリピノ語・英語） 

アナンダ プトリ （インドネシア語・英語） 

プリーチャーパンヤー シャヤーポーン（タイ語） 
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広告協賛 
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広告協賛 

 

とよなか国際交流協会年次報告書概要版 

「こくりゅう＠home」に広告を掲載しませんか 

 
この年次報告書に、普段地域で活躍されておられる店舗・事

業所・企業の皆様の広告を掲載させていただくことで、ご活躍
を知っていただく機会とするとともに、地域の活性化にも役立
てたいと願っています。広告の掲載についてご関心のある方
は、詳細について事務局までお問合せください。 

＜サイズと料金（データ持ち込みの場合）＞ 

カテゴリ 金額（年間）※税込 

全面広告（カラー） 30,000円 

半面広告（カラー） 15,000円 

四分の一（カラー） 8,000円 

八分の一（カラー） 4,000円 

※当会賛助会員は上記金額より 20％割引 
 

とよなか国際交流協会 TEL06-6843-4343 
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